
 

 

      子どもの笑顔を守るまち くわな  

    「子どもを虐待から守る都市宣言」 

 子どもは、家族にはもちろん、地域・社会の宝であり、未来を担う希望で

す。 

 子ども一人ひとりの豊かな成長は、だれからも妨げられてはいけません。

ましてや、子どもの命や心が脅かされることがあってはなりません。 

 ここに桑名に暮らすわたしたちは、子どもの健やかな成長を願い、子ども

たちが伸びやかに生活できることを望みます。 

 

 虐待は身近に起こりうることと心に刻み、子育てに不安や悩みを感じてい

る家庭に気を配り、わたしたち全員で子育てを支えるまちにしていきたいと

思います。 

 



 私たち桑名市民は、ここに３つの思いを掲げ、子どもの笑顔を守り、大人

の笑顔も輝くまちをつくることを決意し、桑名市を「子どもを虐待から守る

都市」とすることを宣言します。 

 

〈３つの思い〉 

・まもる   子どもの命・こころ育ちを守ります。 

・つながる  家庭・地域・関係機関など、子どもにかかわるすべての人が 

       つながりを深め、ともに助け合います。 

・まなぶ   一人ひとりが虐待について知り、ともに学び、考えます。 

 

 

☆ 朝日新聞には、「…議会から対策を求められたのがきっかけだ。」と記載さ

れています。 

 「議会から対策を求められた…」とは、私・伊藤研司のことです。 

 「議会だより」を検索して頂ければご理解していただけると思いますが、 

 私自身は、数年前から本議会で〔虐待防止のための条例：都市宣言＋子育 

 てキッズの設置〕を発言し続けると同時に、市長や担当所管にも訴え続け 

 ていました。 

☆ 陽だまりの丘に建設された「ぽかぽか」は、最初の計画では、「公民館事

業」 

 のためだけでしたが、地区市民センター（公民館）での「子育てキッズ事 

 業」が好評でしたので、「育児・子育てルーム」の設置につながりました。 


